
神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰及び神奈川県保健福祉事務所等所長会表彰 

令和３年度受賞者名簿 
 

１ 神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰 

   令和２年度発行の神奈川県公衆衛生学会誌に掲載された演題のうち、特に優れた調査研究等に対して

その功績を賞するもので、協会賞３賞、青木賞１賞、杉浦賞１賞が選考されました。 

 〇協会賞 

演題名 発表者（発表当時所属） 

麻疹・風疹等の発疹性疾患における検査診断に関す

る基礎的研究 

鈴木理恵子、日紫喜隆行、櫻木淳一、髙崎智彦 

（神奈川県衛生研究所） 

相模原市における新型コロナウイルス感染症の発生

状況について 
播磨由利子、金沢聡子（相模原市衛生研究所） 

ダイヤモンド・プリンセス号における（公社）神奈

川県病院薬剤師会の支援報告 

國分洋、小村裕子、山田裕之、喜古康博、 

小池博文、稲葉健二郎、金田昌之、佐村優、 

田村英樹、林誠一、白井裕二、川邉桂、 

大沼弘和、佐藤真理子、瀬川誠、谷川浩司、 

宮﨑悠、盛川敬介、矢倉尚幸、金田光正 

（神奈川県病院薬剤師会） 

 

 〇青木賞（故青木巽氏が神奈川県予防医学協会理事長を退任された際、当協会に寄付されたことを記念して設

けた賞で、健康づくりに関する調査研究等を賞するもの。） 

演題名 発表者（発表当時所属） 

喫煙を伴う特定保健指導該当者の生活習慣に関する

検討 

石本早紀、長谷川未帆子、渋谷奈津美 

（大和市健康づくり推進課）、 

田中和美（神奈川県立保健福祉大学） 

 

 〇杉浦賞（故杉浦恵二氏が、本県の公衆衛生向上のために当協会に寄付されたことを記念して設けた賞

で、保健行政に関する調査研究等を賞するもの。） 

演題名 発表者（発表当時所属） 

難病患者に対する就労支援に関する基礎調査 

鈴木仁一（相模原市保健所）、 

江口尚（産業医科大学）、 

中村淳代（相模原市保健所） 

 

２ 神奈川県保健福祉事務所等所長会表彰 

   保健福祉事務所等の職員が関わる特に優れた調査研究等に対して保健福祉事務所等所長会が表彰する

もので、下記演題が選考されました。 

演題名 発表者（発表当時所属） 

レジオネラ・ニューモフィラの分子疫学的解析法の

検討 
中嶋直樹、大屋日登美（神奈川県衛生研究所） 

 



神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰及び神奈川県保健福祉事務所等所長会表彰 

受賞者コメント 

 

鈴木 理恵子 様 

この度は、公衆衛生協会研究奨励表彰（協会賞）をいただき、誠にありがとうございます。本研

究では、IgM 抗体検査と特定感染症指針に示された遺伝子検査との相関について基礎データを収集

し、医療機関での IgM 抗体測定の有効性を示すことができました。医療機関及び保健福祉事務所の

方々をはじめ、ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。 

 

播磨 由利子 様 

この度は、このような光栄な賞をいただき、本当に嬉しく思っております。 

新型コロナウイルス感染症の対応は、衛生研究所だけでなく、保健所各課、

医療機関等に過大な負荷となりました。この経験を記録し、次の感染症対策時

に生かしていきたいと存じます。今回の受賞を励みに、より一層精進して参り

ます。 

 

 

 

國分 洋 様 

この度は栄えある神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰（協会賞）を頂きまし

てありがとうございます。ダイヤモンド・プリンセス号への対応という前例の

ない状況に直面し、神奈川県病院薬剤師会としましても手探りで活動を行いま

した。多職種で連携し、各職種の特性を活かして活動を行うことの大切さを改

めて感じた活動でした。 

今後も様々な活動を通して病院薬剤師が県民の皆様のお力になれるよう努力

してまいります。 

 

石本 早紀 様 

この度は、研究奨励表彰（青木賞）をいただき、誠にありがとうございます。大変光栄に存じま

す。 

今回の発表にあたり、日々実施している特定保健指導事業を改めて見直すことで、生活習慣と事

象を結びつけた視点をもつことの重要性を再認識いたしました。 

発表に際しご協力・ご助言いただきました皆様にも厚く御礼申し上げます。 

 

鈴木 仁一 様 

この度は、表彰頂きましたこと大変光栄に存じます。また、今回の調査に多大なるご協力をいた

だきました、産業医科大学の江口教授には心より感謝申し上げます。「本調査が少しでも難病を持

ちながら働かれている方、働こうとされている方のお役に立つことを願っています。」との江口教

授からのお言葉を励みに、今後も難病患者の地域支援策の推進に努めて参ります。ありがとうござ

いました。 



 

中嶋 直樹 様 

この度は、神奈川県保健福祉事務所等所長会表彰を頂き、誠にありがとうございます。 

本研究の内容を活用することで、レジオネラ症の集団事例が発生した際の対応の強化が図られた

と考えております。今後もレジオネラ症の感染拡大防止に向けて取り組んで参ります。 


